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家族で食べる野菜は自分で作ろうよ 

   
生ごみを堆肥化するためのボカシ作り おいしい野菜を作るための勉強会 

 食の安全性が問われている昨今、誰でも安全でおいしい食品を食べ

たいと思っていることでしょう。特に野菜等は、地産地消が叫ばれて

います。自分で作れば、採取してその日のうちに食べることができま

す。しかし、多くの人は、野菜を作る畑がないのが現状でしょう。最

近、農家によっては、後継者がなく荒れ地になっていたり、管理委託

をして費用がかかっていたり、もてあましている場合もあります。約

束を明確にすれば、比較的容易に借用できます。本来市民農園等、各

地に作ればよいのですが、現状では困難な状況です。 

 家族で食べる野菜となれば、おいしくて安全な野菜を作らなければ

なりません。化学肥料を使ったり消毒したりしては元も子もありませ

ん。安心な有機栽培をしてください。決して難しくはありません。落

ち葉堆肥を作ったり、刈り草を入れたり、生ごみを堆肥にして栽培す

ることなど、ちょっとした工夫でおいしい野菜を作ることができます。 

 生ごみを燃やすのは、まったく不自然です。生ごみを堆肥化すれば

立派な有機農業になります。また、地球温暖化対策にもなりますし、

収集・焼却の費用削減に大いに役立ちます。現在の川越市では、当面、

生ごみを集めて堆肥化すること等は考えられていません。市民各自の

努力でしか、生ごみを減らせません。みんなでがんばって、おいしい

野菜作りと、生ごみの焼却削減に努めてみようではありませんか。 

 疑問な点がありましたら、社会環境部会「環境保全及び改善グルー

プ」にお問い合わせください。 

かわごえ環境ネット 理事 原嶋昇治 
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「かわごえ環境フォーラム」「かわごえアジェンダ 21講演会」開催報告

 
開会式での小瀬理事長の挨拶 

 2003年 2月に第 1回を開催して以来、今回で

6 回目となる「かわごえ環境フォーラム」が、

嵐のような強風の吹く 2008年 2月 24日（日）

の 9:30～12:00 に川越市市民会館やまぶき会館

会議室で開催されました。 

 B・C 会議室において 2 つの会場に分かれ、

それぞれ 8件の環境活動報告と活発な質疑応答

が、約 100名の参加者の間で行われました。か

わごえ環境フォーラムは、川越市の後援とパイ

オニア株式会社、東洋インキ製造株式会社、東

京電力株式会社、武州ガス株式会社、昭和工業

株式会社、株式会社環境総合研究所、生活クラ

ブ生協埼玉 川越支部の協賛をいただきました。

この場を借りて御礼申し上げます。 

 午後は中ホールにて、川越市との共催で「か

わごえアジェンダ 21記念講演会」として、川越

市環境行動計画「かわごえアジェンダ 21」策定

報告会と川越市地球温暖化対策条例制定報告会、

飯島希（ほまれ）さん（気象予報士・環境カウ

ウンセラー）による「地球温暖化と私たちがで

きること」の講演が行われました。環境推進委

員の方々の参加もあり、300 人を超える盛会で

した。かわごえ環境フォーラムに際して作成し

た「かわごえ環境活動報告集」も沢山の方に手

に取っていただきました。 

（横山三枝子） 

 

第 6回かわごえ環境フォーラム（社会環境部門）の様子

 
個人会員の齋藤眞之助さんによる発表 

 

 第 2会場では社会環境部会の部会報告を皮切

りに 8テーマの活動報告がありました。発表者

が強風のため列車が遅れ、会場に到着できない

ハプニングもありました。 

 発表は市民 3、事業者 2、学生 3という内訳で

した。参加されていた市民の方の関心は日常の

生活に密着したところにあって、環境家計簿、

ごみのポイ捨て、電柱のリサイクルなどに興味

を示した反面、事業者の省エネ活動や学生の環

境管理活動については関心が薄かったと思いま

した。これは会場での質疑にも表れていて、社

会環境部会の発表は、市民の知りたいことと発

表者の伝えたいことが近いため、質問も多く同

じ土俵で話し合っているという印象でしたが、

事業者、学生の発表はその背景、発表に至る経

緯などが理解されないまま本題に移るため、よ

くわかってもらえなかったと思われます。10分

位の発表でそれを要求するのは酷だと思います

が、来年からの課題と痛感しました。 

 今年は例年より多くの参加者がお越しになり、

熱心に報告を聞き入っていました。課題はある

もののよい報告会であったと思いました。 

（村上正明）
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第 6回かわごえ環境フォーラム（自然環境部門）の様子

 
上戸小エコクラブの発表 

 

 自然環境部会の発表に始まり雑木林、川、屋

上緑化、水の浄化、エコクラブの活動報告が行

われました。それぞれに興味深い報告で活動に

参加してみたいと思わせるものばかりでした。 

 特に、昨年から参加しているこどもエコクラ

ブ発表が、環境活動の原点を思い出させてくれ

るとともに、子どもからの質疑応答での発言に

よって「環境」をキーワードにした世代間の交

流ができたように感じました。今後、さらなる

教育関係との連携が望まれます。（横山三枝子） 

 

かわごえアジェンダ 21記念講演会の様子

 
本会の広報ブース 箕輪主査の講演

 
 飯島さんの講演 熱心に聞く会場のみなさん 

 このイベントでは、最初に本会の小瀬理事長

から、「かわごえアジェンダ 21」の策定報告と

今後の課題について講演があり、次に川越市環

境政策課の箕輪主査から、昨年 12月に一部施行

された、市レベルでは全国で 3番目のものとな

る川越市地球温暖化対策条例についての説明が

ありました。そして、メインゲストで本市在住

の環境カウンセラー飯島希さんの講演は「かわ

ごえアジェンダ 21」策定記念として非常に当を

得たものであったと思いました。地球温暖化の

講演は各所で行なわれ少々食傷気味ですが、2

つの点で新しい主張を見つけることができまし

た。 

 1 つは「心」です。人の心が変わらなければ

環境は変わらない。日本人の価値観は物質文明

を享受することがステータスであり、享受する

ためにがむしゃらに働いて、物質を持つことで

ある種の満足感を持っています。しかし「しあ

わせ」ですかと聞けばかならずしもそうではあ

りません。それは「ゆとり」がないことが要因

のひとつとして挙げられます。例としてブータ

ンの市民の 97％は幸福感をもって日々を送っ

ています。直接比較はできないものの、幸福の

指標として参考になるものと思われました。人

の心が変わらなければ、今までと同じ生活様式

を行っていくと、IPCCの予測通り「悲観論」に

なってしまいます。そしてもう 1つは「バック

キャスト」という考え方です。これが正に「か

わごえアジェンダ 21」の考え方ではないかと思

いました。同計画の検討段階では、当初川越の

望ましい環境像を 2030年としていました。これ

は 2030年に望ましい環境像であるためには、現

在を基点として市民が、事業者が、民間団体が、

行政がどのような行動をとればいいのか。2030

年は書かれませんでしたが、この「かわごえア

ジェンダ 21」の背景にはこのことがありました。 

 私は講師が最後に話された“いったい私たち

にできることは何か”。「心」「技」「体」の中で

「技」について日本は進んでいるわけで、「心」

の転換とそれを実行できる体制を作れる指導者

の選択、これらは我々市民にゆだねられている

ものと実感しました。     （村上正明） 
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川越ワイズメンズクラブ 団体会員訪問 地域環境活動を聴く（8）
 川越ワイズメンズクラブの事務所は、菅原町

にある財団法人埼玉 YMCA 川越センターの中

に置かれている。団体会員訪問のインタビュー

を申し込むと、会長は山本剛史郎さんで福祉施

設関係に勤務と聴き、職場に伺いしてお聴きし

ました。 

 埼玉 YMCA の活動を支援するボランティア

団体で 1998年 10月に設立、川越での会員数は

13名。埼玉県には、川越ワイズメンズクラブと

所沢ワイズメンズクラブ、そして浦和にある埼

玉ワイズメンズクラブの 3団体がある。イギリ

スで始められたキリスト教青年会（YMCA）は、

世界同盟の組織で活動している社会教育団体。

博愛・奉仕・自己犠牲の精神を基本とする YM

CA の活動を支援する川越ワイズメンズクラブ

は、東日本区・関東東部地区 11支部の一つです。 

 川越 YMCAの活動プログラムは、1．フリー

スペース Andante（不登校児童に居場所を、子

どもの望む教育を）、2．ボランティアリーダー

の養成（子どもの野外活動「すくらむ」他の実

施）3．地球環境を守る市民啓発イベント「アー

スデイ・イン・川越」の開催を推進しています。

このプログラムを支援する川越ワイズは、毎月

活動定例会を持ち、第 1例会を第 4土曜日の 16

時～18時、第 2例会を第 2木曜日の 18時 30分

～21 時、埼玉 YMCA 川越センターにて行って

いる。時に学習があると移動しての定例会にも

なっている。 

 10年前に、川越ワイズメンズクラブが発足し

た時から始めているリサイクルバザーは、今も

続けている。「アースデイ・イン・川越」開催の

基となった環境活動です。YMCAとワイズのメ

ンバーが、知人・友人に声をかけると、ボラン

ティア仲間がリサイクル品を集め搬入。集積・

検品しているのが、会の会計担当の牛村永代さ

ん。鯨井にある自宅を開放し、山のようになる

リサイクル品をバザー販売可能な補修・整理と

値付けなどを行っている。 

 地域環境活動の中で毎年大きく活動するのが、

川越の市民啓発イベントとなるアースデイ・イ

ン・川越の開催。ワイズの組織では、前会長の

鎌田政稔さんがアースデイ担当となっている。

途中から鎌田さんがかけつけインタビューに加

わり話が聴けました。YMCAをはじめ協力団体

の「かわごえ環境ネット」他、いくつもの環境

団体が参加するこの事業は、開催の基本企画と

実行の準備を年初から始めている。実行委員会

を立ち上げ、事務局は川越 YMCA の桜井徹館

長が就任。アースデイ・イン・川越 2008の基本

企画として、日程を 11月 9日に設定。鏡山酒造

跡地が改築工事に入り使用出来ないことから、

会場設定の案として蓮馨寺・熊野神社・織物市

場跡地・鶴川座跡・立門前通り商店街を設定に

入れた計画とし、会場の下見と地域参画団体の

依頼を進めている。分散会場を欠点とせず利点

とする企画・運営の智恵をみなさまからいただ

いての開催としたいと語っていました。 

 もう一つの支援活動が YMCA 社会事業協力

チャリティ「川越きんとき紅赤」をベニアカフ

ァンドとして、三富の農家「武直園」が落ち葉

堆肥の有機栽培で作る「さんとめの川越いも」

を「いもの子作業所」とのタイアップで、直送

する全国販売の支援を行っている。社会環境・

自然環境・地球環境を良くする活動を全国につ

なげている団体と感じました。 

 アースデイ・イン川越で焼き芋が売られる由

緒が見えました。会場で熱々の焼き芋を食べる

のも環境支援につながると感じ入った次第でし

た。（2008年 3月取材訪問 広報委員：金子晃） 
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川越でも水力発電?「地球温暖化対策講演会」 社会環境部会

 
講師の稲垣守人さん 

 

 
川越のマイクロ水力発電候補地は中福受水場 

 

 地球温暖化対策講演会が、かわごえ環境ネッ

ト社会環境部会の企画で、3月 16日に市立博物

館視聴覚ホールで開かれました。地球にやさし

い自然エネルギーの活用は、太陽光や風力を利

用していますが、気象条件に左右されて安定し

ないのが弱みとなっています。それに比べ、水

力はまだまだ活用できるのではないかと再評価

されています。 

 講師は東京発電株式会社の水力事業部長の稲

垣守人さんで、豊富な事例をもとに現状と未来

について講演されました。 

 効率的な水車の開発でマイクロ発電と言われ

るミニ発電所の開発が進みました。東京都の下

水処理場の吐き出し口の数メートルの落差を利

用した発電の例、川崎市の浄水場と配水池の落

差を利用して発電している例などが豊富な写真

で紹介されました。 

 また、長野県の山間地では谷川のせせらぎを

利用してビオトープの設営や谷川の観光美化に

利用している例など、水力利用のアイデアに驚

かされました。 

 最後に、川越市の中福受水場の例が発表され

ました。埼玉県企業局からの送水を受けて市内

に配水する時の送水圧力の差を利用し 90kWの

発電が可能だとの計画が示されました。将来は、

水道の水流エネルギーを利用できないかなどの

質問もあり、自然エネルギーの多様な利用を考

える貴重な講演会でした。   （武田侃蔵）  
 

「エコライフDAY2007埼玉・冬期」のチェックシート報告 691人参加 社会環境部会
 地球温暖化防止対策に幅広く県民が参加し、

毎日の生活の中から無駄な生活習慣を見直す埼

玉県主催の「エコライフチェック運動」につい

て、冬期分の川越市の結果がまとまりました。 

 夏期は市内の小中学校が参加しましたが、冬

期は組織的な参加が今までありませんでした。

今年度は、北公民館かんきょう祭りで、大東公

民館環境クラブ主宰の佐野康子さんから市内 1

7 公民館の登録グループにチェックシートを配

って協力を求める提案がなされました。 

 昨年末にチェックシートを公民館登録グルー

プに 2,000 枚配布、さらに 1 月中旬に 700 枚を

窓口に置き、広く市民の参加を呼びかけ、北公

民館かんきょう祭り実行委員会で回収結果を集

計したところ、673 人が回答、696,852g の CO2

が削減されました。その中で 66人が 114項目に

ついてさまざまなコメントを寄せ、関心の高さ

が見られました。「これからもエコライフを実施

したい」が 20人、「常に省エネを意識している」

が 14人などでした。なお、県への報告は、本会

会員 10人、一般市民 8人を加えて 691人、削減

CO2量 717,097gとなりました。なお、川越市（環

境部）分 41,994g（46 人参加）も別途報告され

ました。           （武田侃蔵） 
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緑のカーテン・ゴーヤ栽培 4月下旬が植え時！ 社会環境部会

 夏の熱い太陽の光を遮る緑のカーテン、しか

も C02削減に力を発揮し、さらに健康野菜で食

卓を賑わす「ゴーヤ」の栽培をおすすめします。

4 月下旬が植え時です。お手軽にできるプラン

ター栽培の経験をまとめました。ご参考に！ 

1） 市販の苗でしたらプランターに 2 本。4 月

下旬から 5月初めまでに。1本 150円位。 

2）種から育てたい方は、風呂の残り湯に 1日く

らい漬けてやると発芽が良好です。 

3）プランターの土と肥料は普通の量であまり多

くの肥料は入れないほうがよい。市販の油粕と

骨粉入りダンゴの置き肥を少々が良。 

4）表土が乾いたら水をやる。朝夕 2回のときも。 

5）ゴーヤの葉を食べる虫はおりません。蔓の伸

びが早いので、這わせる網を大きめに手配し、

早めに張るのがポイントです。 

 以上、安心して自分なりのやり方でゴーヤ栽

培にトライしてみましょう。下の写真を参考に

してください。 

（社会環境部会代表 渡辺利衛）

苗を植えて 10日目。4月 30日 
（市販の苗 4本）

 
植えて 16日目。わらを敷く。 
キュウリ用の網を張る。 

 
植えて 60日目。緑のカーテン。花が

咲き実が成る。6mまで。 

2007年度・多自然護岸工事状況報告 自然環境部会

 昨年に引き続き、笠幡地区の湧水が流れ込む水路の 2か所で、川越市と協働による多自然護岸工

事が行われましたので、報告いたします。            （自然環境部会：大辻晃夫） 

 

1. （仮称）かすみ湧水堀、第 3期工事 

2007年 夏のビオトープ池 2007年 夏の湧水堀上流 
 

工事完了した湧水堀の下流域 
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工事完了した湧水堀の最下流部 

 

 今回の工事は、湧水堀の下流

部で最終回になります。上流の

ビオトープ池の工事から始まっ

て 3年目です。最下流部の工事

は、駐車場で暗渠だった水路を

掘り起こして、オープン水路に

なりました。この最下流部は湿

地帯をイメージして、片側の法

面角度を緩やかに造成してもら

いました。また、排水口には水

門を設けてもらい、水位が調整

出来るようになりました。 

 既に工事が終了したビオトー

プ池や堀の上、中流域では、法

面のネコヤナギがしっかりと根

を張り、ヨモギやセリ等も根付

いています。水中にはショウブ

やセキショウの水生植物と多く

の魚類や、貝類などの生きもの

達が定着してきました。9 月に

は、見学会を予定していますの

で、その時はぜひおいでくださ

い。今後は、地域の方々と一緒

にホタルの里づくりをめざした

保全活動を進めていきます。 

2. 協栄用排水路、第 2期工事 

 
前年度工事の上流域を望む 

 
前年度工事の下流域を望む 

 
今年度工事の上流域を望む。 

生きものに配慮した仕組みが見られる。

 
今年度工事の下流域を望む。 

写真中央は、前年度工事との結合部。 

 

 最初の工事は下流域から始ま

り、今年度は中流域の工事です。

そして来年度が北小畔川の取水

口までの最終工事になります。 

 この水路は通常、坂戸台地の

斜面に湧き出す湧水が流れ込む

水路ですが、稲作時には北小畔

川から取水した川の水を堰止め

して水位を上げ、田に水を引き

込んで水田にします。したがっ

て、この時期の水路は、水量も

水流も急激に増加するために地

元の地権者からは、強度的な面

と維持管理の面から、コンクリ

ート三面護岸工法の要請があり

ました。川越市と地権者の方々

と私たちは協議を重ねた結果、

昨年度は川越市の折衷案による、

外壁をコンクリートパネルで強

度を保持して、内側に粗朶工法

で水路を造る護岸を採用するこ

とになりました。今年度は、さ

らに強度を増すパネル工法で、

魚類が住み着く空間や、壁面に

植物が定着する仕組みなどが工

夫され、底面には砂利を突き詰

める部分があります。しかし、

結果的に三面コンクリート護岸

に近く、私たちがイメージして

いた多自然護岸からは、遠いも

のになってきた感がいたします。 

 

 

 

 

 

社会環境部会・自然環境部会は、会員であればどなたでもいつでも参加できます 

 記事のような活動のほかにも、さまざまな活動を行っています。また、毎月の定例会で話し合

いながら企画を実行しています。ぜひ定例会やイベントに参加してみてください。あなたの知識

や体力を、望ましい川越の環境像の実現のために生かしてください。 
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川越市環境行政の動き 
平成 20（2008）年度の環境関係の事業と予算 
 昨年度に新規事業として始めた、1.環境行動

計画の策定、2.地球温暖化対策条例の制定、3.

路上喫煙防止条例の施行、4.マイバッグキャン

ペーン等に関する事業を引き続き進めるととも

に、住宅用太陽光発電システム設置費補助、屋

上緑化・壁面緑化補助金交付事業も継続し、新

清掃センター建設が動き始めます。人件費を除

く総額で 121 億 7 千万円。昨年比で 51 億円増で

すが、新清掃センター建設で約 55 億円増ですか

ら、その他で 4 億円減額になりました。厳しい

財政状況での一律 5%カットの影響であります。 

事業名と予算（単位千円・人件費は除く） 

・環境基本計画推進：環境基本計画年次報告書

作成、かわごえ環境ネット支援ほか .... 1,221 

・節電推進：地球温暖化対策地域推進計画印刷、

1%節電プラスワン運動の推進ほか..............1,359 

・新エネルギー推進：住宅用太陽光発電システ

ム設置費の補助 ..............................................21,829 

・地域環境美化促進：路上喫煙防止条例の推進、

ごみゼロ運動ほか ..........................................10,213 

・集団回収の促進：実施団体への報償金 97,106 

・ごみ減量等推進：家庭用生ごみ処理機器購入

補助、布類拠点回収、草木類チップ化.......6,316 

・ごみ減量啓発：マイバッグキャンペーン 

..............................................................................1,909 

・かわごえ環境推進制度：報償金等 .........11,286 

・公害対策：大気・水質・アスベスト等.82,662 

・緑地保全：市民の森指定、保存樹木・樹林指

定、くぬぎ山自然再生等..............................20,133 

・緑化推進：苗木配布、生け垣設置補助、屋上・

壁面緑化への補助 ..........................................12,553 

・塵芥処理：収集運搬委託、東西の処理施設の

整備・管理、焼却灰等再資源化 ........... 3,021,340 

・環境衛生センター施設管理 ...................187,324 

・新清掃センター建設 ............................ 8,544,108 

・産業廃棄物の指導・監視：監視員報酬.14,357 

・その他：環境学習、環境マネジメントシステ

ム、不法投棄対策、浄化槽管理指導、河川浄化

団体補助等.....................................................136,352 

 

・合計 .................12,170,068（千円） 

（武田侃蔵）

 
清掃事業で外部監査、議会に報告

 3月 21日の市議会最終日に、市より委託され

た清掃事業に関する包括外部監査の結果が報

告されました。施設の管理運営、ごみ収集体制、

業務委託契約など、多岐にわたって問題点が指

摘されました。今後、改善の提言とともに論議

が重ねられます。報告書は、情報公開窓口、図

書館、公民館、市のホームページ等で閲覧でき

ます。        （武田侃蔵） 

 

新清掃センター熱回収施設の基礎工事開始 
 2月 26日の 3月市議会冒頭に、新清掃センタ

ー建設事業の報告があり、熱回収施設につきま

しては、本格的な基礎工事が始まり、概ね 7月

まで、基礎及び地下構造物の工事を予定してい

るとの説明がありました。 

 地元には、2 か月ごとの工事予定が回覧され

ています。基礎とともに止水壁工事の十分な安

全対策が求められています。（武田侃蔵）

広報委員または印刷・発送をお手伝いしていただける方を随時募集しています 
 同類の組織では数少ない月刊誌を発行しているかわごえ環境ネットでは、広報委員とともに印

刷・発送をお手伝いしていただける方を募集しています。広報委員は、記事を考えたり、書いた

り、編集したりという仕事です。詳しくは、かわごえ環境ネット事務局まで問い合わせを。 
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理事会・専門委員会からの報告

理事会 
 第 88回理事会は 2月 25日に開催されました。

主な審議内容は次のとおりです。 

・平成 19年度、会費未納の会員に対する対応を

審議。会費未納の会員に督促し、納入されない

場合は除名扱いにすることとする。 

・総会の日程と開催会場について審議し、5月 1

7日（土）10:00から市立博物館視聴覚ホールに

て開催することになった。また、午後に懇親会

を開催することを決定した。 

・来期の理事体制・選出方法について審議。理

事立候補申込書の書式を検討。民間団体・事業

所からは、1 名のみの申込みとする。詳細は事

務局と理事長にて調整する。理事立候補の提出

期限は、4月 11日（金）必着とする。 

・20年度の事業計画について審議。会の基本方

針をもとに事業計画を作成するが、本会の自己

評価、Cと Dの項目が重点となる。川越市の推

進する「かわごえアジェンダ 21」「地球温暖化

対策地域協議会」に対応する組織を整える必要

もある。来年度の大きな事業として、アースデ

イ・イン川越の協力参加、かわごえ環境フォー

ラムの主催が承認された。 

・各専門委員会にて事業計画を検討、文章化し

て 3月理事会に提出する。総会議案書は、予算・

決算、監査を経た後で決定する。 

・川越市社会教育関係講師名簿への登録を本会

として団体登録の申請を行う。 

（広報担当理事：金子晃）

 
社会環境部会 
 平成 19年度 12回目の社会環境部会の例会が、

3月 12日、13名の参加で開かれました。 

1）最初、事務局より「地球温暖化対策地域協

議会」の設立についての説明がありました。今

後、理事会等での検討を経て設立に向けて対応

することになりました。 

2）省エネ活動で数々の実践例を発表されてい

る個人会員の齋藤眞之助さんが、第 9回さいた

ま環境賞県民大賞を受賞、3月 25日にさいたま

市で表彰されることになりました。かわごえ環

境ネットの名誉となります。 

3）渡辺代表より第 6 回かわごえ環境フォーラ

ムについての報告と感想が述べられ、「かわご

えアジェンダ 21」のスタートにふさわしい会で

あったと締めくくりました。あわせて先月の理

事会の報告がありました。 

4）来年度の事業計画案について、各部門のチ

ーフの意見をまとめた代表試案が示され了承

されました。テーマ・実施項目・推進担当など

まとめて、総会議案書にまとめることにしまし

た。新年度には、自然環境部会と協力して「鳥

の巣箱づくり」と「巣箱かけ」を新事業として

組み入れたいとの提案も了承しました。 

5）3 月 16 日（日）の社会環境部会主催の「地

球温暖化対策講演会」のスタッフを指名、合わ

せて聴衆動員をお願いしました。 

6）第 7 回北公民館かんきょう祭りの提言で、

埼玉県の「エコライフ DAY2007 冬期チェック

シート」を市内公民館に配布、市民の協力を得

ましたが、その整理を 15 日に実行委員会で行

うことが報告されました。 

7）10 回目を迎える「アースデイ・イン・川越

2008」は、11月 9日（日）に、蓮馨寺、鶴川座、

織物市場、熊野神社等を拠点に、立門前通り全

体を会場にする方向で企画が進められている

ことが、武田さんから報告されました。 

8）生ごみの堆肥化、有機野菜啓発とあわせ、

小畔川の清掃に取組んでいる原嶋さんから、さ

いたま市であった「暮らしのごみが川から海

へ」の講演資料を示しながら、河川清掃への取

り組み強化を提言しました。 

（社会環境部会代表：渡辺利衛） 
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自然環境部会 
 2月 24日（日）には、第 6回かわごえ環境フ

ォーラムが開催され、自然環境部会からは 200

7年度の活動状況を報告しました。 

 3 月 2 日（日）には、菅間緑地におけるムサ

シトミヨの飼育テストに関して、埼玉県より、

過去に菅間緑地に生息していた確証がないと

のことから、候補地から外したいとの意向を受

け、湧水の保全と復活グループが進めていた、

菅間緑地の水路から、飼育箱の撤去と水路の修

復作業を行いました。 

 3 月 3 日（月）には、さわやか活動館にて水

辺の自然の保全と再生グループの定例会が総

勢 10 名の参加で開催されました。主に、2008

年度の事業計画について協議しました。 

 3 月 5 日（水）には（仮称）川越市森林公園

計画地にて樹木調査が総勢 7名の参加で行われ

ました。また、翌日の 6日（木）にも 4名の参

加で行われました。 

 3月 14 日（金）には、川越市役所 3F の河川

課にて、（仮称）かすみ湧水堀の多自然護岸工

事が完了したことに伴い、今後の保全計画につ

いて協議を行いました。協議には、河川課の課

長以下 3 名と自然環境部会から 3 名が出席し、

4 月下旬に川越市主催による、近在の自治会、

ゴルフ場、中学校を交えた保全会議を開催する

ことが決まりました。なお、今年度の工事内容

の詳細は、記事をご覧ください。 

 また、同日には、川越市役所 7B会議室にて 3

月度・自然環境部会が、総勢 10 名の参加で開

催されました。「残された平地林の保全グルー

プ」からは、（仮称）川越市森林公園計画地に

おける樹木調査活動の報告と、当初計画した 2

008 年度自然観察会の年間スケジュールの変更

が提案され承認されました。「水辺の自然の保

護と再生グループ」からは、仙波河岸史跡公園

の河岸跡池の渇水期対策としての井戸設備が

完成したとの報告がありました。部会全体とし

ては、2008年度の自然環境部会事業計画案を基

に協議を行いました。その結果、推進テーマや

実施項目については計画案通りで決まりまし

たが、個別の開催日程などの詳細は変更案の提

示や、推進リーダーの欠席の項目もあるので、

別途個別に詰める事になりました。 

 （自然環境部会代表：大辻晃夫） 
 

おしらせ

理事立候補は 4月 11日まで・総会出欠は 4月 23日まで・会費納入は 5月 16日まで
 会員のみなさまには、3月 21日付郵送資料に

て、5月 17日（土）に開催される 2008（平成 2

0）年度総会及び懇親会のご案内と出欠及び委任

の連絡はがき、理事立候補者募集の案内と申込

用紙、2008（平成 20）年度会費納入についての

お願いと払込用紙の 6点をお送りしました。 

 それぞれ、期限が異なっていますので、お間

違いのないよう、また、お忘れのないよう、よ

ろしくお願いいたします。 

 理事の立候補は、4 月 11 日（金）必着で、か

わごえ環境ネット事務局（市役所本庁舎 5階環

境政策課）まで直接持参するか、郵送または Fa

xで申込用紙をお送りください。 

 総会の出欠については、はがきに必要事項を

ご記入の上、4 月 23 日（水）までに事務局に到

着するように投函してください。なお、総会の

成立の可否の確認や議事の円滑な運営を行うた

めに、出欠や委任の有無について、事務局より

確認の連絡をさせていただく場合がありますの

で、あらかじめご了承ください。 

 会費の納入については、個人会員は1,000円、

団体会員は 2,000 円を郵便振替にて 5 月 16 日

（金）までに払込してください。なお、同封の

払込取扱票を使って、振替機能付き ATM でも

振り込みできます。現在、ゆうちょ銀行口座間

の電信振替は、手数料無料で振り替えできます。 
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4月以降の理事会・専門委員会及びイベントの開催予定 
 ●会員全員が対象、◆の理事会・委員会は、特に記載がない限り委員が対象、★は会員内外を対

象にした公開イベントです。イベントの詳細は個別の記事を参照ください。 

 

★（仮称）川越市森林公園計画地 植物調査 

日時：4月８日（火）9:30-12:30 

集合場所：川越南文化会館（ジョイフル） 

（川越市今福 1295-2） 

内容：樹木調査と保全活動 

問い合わせ：賀登（Tel.049-234-9366） 

 毎月定期的に調査を行っています。どなたで

も参加できます。事前連絡はいりません。 

●社会環境部会（2008年 4月度） 

日時：4月 9日（水）15:00-17:00 

場所：川越市役所本庁舎 7G会議室 

（川越市元町 1-3-1） 

 毎月第 2水曜日 15:00-17:00に 7G会議室にて

定例会を開催します。次々回は 5月 14日です。 

●自然環境部会（2008年 3月度） 

日時：4月 11日（金）15:00-17:00 

場所：川越市役所本庁舎 7G会議室 

 毎月第 2金曜日 15:00-17:00に 7G会議室にて

定例会を開催します。次々回は 5月 9日です。 

◆理事会（第 90回） 

日時：4月 14日（月）17:00-20:00 

場所：川越市役所本庁舎 7G会議室 

◆広報委員会（2008年 3月度） 

日時：4月 15日（火）9:30-10:30 

場所：川越市役所 5階フリースペース 

◆理事会（第 91回） 

日時：4月 28日（月）17:00-20:00 

場所：川越市役所本庁舎 7G会議室 

●2008（平成 20）年度総会 

日時：5月 17日（土） 

10:00-11:30（終了予定） 

場所：川越市立博物館視聴覚ホール 

 総会終了後、初かり亭（宮元町 61-4）にて、

懇親会を開催する予定です。 

 

会員・関係団体の主催行事・募集等 
●(財)埼玉県生態系保護協会 

 川越・坂戸・鶴ヶ島支部 

☞伊佐沼でバードウオッチング 

時間：10:00集合-12:00（小雨決行） 

集合：伊佐沼の西側にある東後楽会館入口

近くの蓮見橋 

持ち物：筆記用具、あれば双眼鏡 

参加費：300円、高校生以下 100円 

（保険料・資料代として） 

◆4月 13日（日） 

 桜の花びらが沼に浮かび、カイツブリの

ラブコールが聞こえます。コチドリもペア

で鳴き交わしながら飛んでいます。春爛漫、

恋の季節を堪能してください。 

◆5月 11日（日） 

 10日から始まるバードウイークは、鳥た

ちにとって一番大切な子育ての時期を、無

事に終えるように見守る週間です。伊佐沼

ではカイツブリ、バン、オオヨシキリ、カ

ルガモなどが繁殖します。その様子を観察

し、今年も元気に雛が育つように祈ります。 

以上の問い合わせ先：笠原啓一 

Tel.049-222-0957 

●特定非営利活動法人 

 武蔵丘陵森林公園の自然を考える会 

☞森林公園自然観察会 

◆4 月 11 日（金）・13 日（日） 

 4 月は、西口から新緑の林の中を、野鳥

の囀りを楽しみながら、大沼小沼周辺に咲

くスミレやシュンランなどを観察します。

ほかにセンボンヤリの花なども楽しめます。 

 国営武蔵丘陵森林公園西口に 10:20 集合、 
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15:00 過ぎ終了解散。参加費 200 円、入園

料。今回はレストランまでが不便なのでお

弁当をご持参ください。東武東上線森林公

園駅より立正大学行きバス（10:00 発）に

乗車、公園西口下車。 

◆5 月 12 日（月）・18 日（日） 

 5 月はアカマツで鳴くハルゼミの声を楽

しみながら、太田先生の解説でキンランの

花などを観察します。ふれあい広場やトン

ボ池では、活動を始めたトンボやチョウな

どの昆虫類を観察しましょう。 

 いつもどおりに 10:20 国営武蔵丘陵森林

公園南口に集合、15:00 過ぎ終了解散。参

加費 200円、入園料は必要。お弁当持参の

こと。 

以上の問い合わせ先：谷津弘子 

Tel./Fax.049-224-9118 

●クリーン&ハートフル川越 

☞「やめましょう！歩きタバコ・ポイ捨て・

放置自転車」のゼッケンをつけて、まち美

化啓発運動 

1. 第 1 火曜日・第 2 木曜日・第 4 土曜日

の 13:30-15:00 

◆4月 1日（火）・10日（木）・26日（土） 

◆5月 6日（火）・8日（木）・24日（土） 

場所：川越駅東口アトレ横歩道橋下集合。

市役所等までまち美化活動。 

2. 第 3日曜日・9:30-11:00 

◆4月 20日（日）・5月 18日（日） 

場所：本川越駅交番横集合。数コースに分

かれて中央公民館までまち美化活動。 

以上の問い合わせ先：武田侃蔵 

Tel.090-2521-5770 

 

広報委員会からのおしらせ 
●会員及び関連団体等の活動報告の投稿や行

事・募集に関する情報を随時募集 

活動報告は 400字程度（書式自由）でお寄せ

ください。写真も掲載可能です。電子データで

いただけると助かります。 

 

 

また、本会会員や関連団体等が主催する公開

イベントや募集に関する情報掲載も受け付け

ます。2008 年 5 月号（No.019，4 月 25 日ごろ

発行予定）の掲載原稿締切は、4月 11日（金）

事務局必着となります。よろしくお願いいたし

ます。 

 

編集後記 
 川越市の予算規模が 1千億円を超え、前年比
で 7%の伸びを示し、幾つかの新規事業が示さ
れましたが、実情は厳しい「経費 5％削減」の
あおりで、環境関係でも予算削減の波にさらさ

れています。路上喫煙防止関係ではバッサリと

半減、環境推進員関係でも 270万円、約 20%近
い削減、マイバッグキャンペーンも 14 万円の
減額となっています。「市財政のために、昨年

どおりの予算は出せませんが、市民のみなさま

のご協力で、昨年を上回る成果を上げるために

お知恵をお貸し下さい」とのメッセージが欲し

いのです。ただ「予算が削られましたので」だ

けでは、市民の意欲も盛り上がらないのではな

いでしょうか。路上喫煙禁止を始めて条例化し

た千代田区のまち美化の担当者は「手綱は緩め

られない！」と、予算カットに抵抗したとのこ

とであります。「協働」の時代は市民の「智恵」

と「汗」をどう引き出すかにかかっています。

                 （KT）
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